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コエックス展示場
（COEXはConvention & Exhibitionの略）

韓国を代表する大型展示会場で、ソウル市内
の江南区三成洞地区に位置する。
南側の本館と北側の新館があり、 1～4階に
展示施設・会議施設がある。
コエックスはホテル、デパートなども隣接しており、
床面積で韓国最大となるコエックスモールと地下で
連絡している商業文化複合施設である。

会場（COEX）外観

日本パビリオンの全景です。135㎡（昨年72㎡）を全て出展展示ブースとし13団体が出展しまし
た。韓国主催者の配慮で関連イベント（商談会・セミナー会）同会場内に別途設けました。

会場

Kyunghyang Housing Fair 2010

01 フェア開催概要
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Kyunghyang Housing Fair 2010

01 フェア開催概要

■開催場所：ＣＯＥＸ展示場

■会 期：2010年2月20日(土)～24日(水)

■主 催：理想ネットワークス（キョンヒャン新聞グループ）

■会場規模：35,287㎡

（A・B・C＝国産材パビリオン設置・Dの４HALL合計）

■出展者数：約550社（20010年実績＝主催者へ電話取材）

ナショナルパビリオン出展は日本・中国・カナダの3カ国でした。

■来場者数：15万人

（1日平均2万人の来場の模様で会期5日間でした＝20～21日は2万人超の模様で23～24日

は1万数千人の模様です）

■特 徴：木材及び木造住宅はHALL-C（日本PAVILION設営場所）に集結した形となりま

した。住宅の総合見本市で水周り製品から外装エクステリア等多岐にわたるメー

カーが出展しました。韓国で最大規模の展示会で出展者は昨年比30％近く増加

しました。

来年度も開催予定です。

会期は2月下旬（2月25日～3月1日）、会場はKINTEXで開催予定です。

開催概要
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フェア結果概要：主催者取材

パビリオンレイアウト
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A～Iの小間に13

出展者がブース

出展をしました。

パビリオン入口に

は本展示会のテ

ーマ韓国での住

宅建設をとおして

国産材の韓国輸

出を促進する為、

プレカット住宅モ

デルと商談コー

ナーを設置しました。
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Kyunghyang Housing Fair 2010

02 日本パビリオンの出展者
出展参加者・出展ブースの模様

A 1 福島 株式会社赤井製材所

G 2 群馬 山岸工務店

3 静岡 株式会社新栄

4 静岡 ウッドワイステクノロジー株式会社
A 5 愛知 夢木香株式会社
F 6 奈良 吉野銘木製造販売株式会社
D 7 奈良 株式会社徳田銘木
H 8 鳥取 C･O･M･O･R･E･B･I株式会社

E 9 熊本 肥後木材株式会社

C 10 福岡 株式会社マルキ開発
11 宮崎 ランバー宮崎協同組合
12 宮崎 ウッドエナジー協同組合
13 宮崎 吉田産業合資会社

B

I

企業名
ブース

No.

登録

No.

出展参加者リスト（東北から九州まで13社の出展でした）

赤井製材所（福島県）

大断面の部材及びいわき地区の木材紹介ブース

夢木香（愛知県）

ヒノキログハウスモデルルームの出展で人気
を博しました。
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Kyunghyang Housing Fair 2010

02 日本パビリオンの出展者出展参加者・出展ブースの模様

山岸工務店（群馬県）

珪藻土の壁を通じて健康・快適住
宅をアピールされました。国内で
は群馬産木材の家を販売されて
います。韓国に合った住宅設計を
アピールされました。

株式会社新栄（静岡県）

壁面にスギの羽目板を施工して
スギの内装材を強くアピールされ
ました。積極的な商談で成果を挙
げられました。

ウッドワイステクノロジー（静岡県）

国産材を使った在来工法住宅を
「ロケット工法」で効率的に建設す
る訴求は中国・韓国で知名度が
あり、モデルハウスの建設も決定
し、韓国での住宅建設の本格化を
目指されています。
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Kyunghyang Housing Fair 2010

02 日本パビリオンの出展者出展参加者・出展ブースの模様

コモレビ（鳥取県）

ヒノキでの住空間を再現されました。特別照明
を配し、周囲から浮かび上がったイメージとな
り、多くに来展者へアピールされました。

吉野銘木製造販売（奈良県）

吉野のスギ・ヒノキを使った内装材及び地域の
取り纏め業者として、広く吉野地区木材のア
ピールをされました。昨年からの出展でヒノキ
材の輸出実績もあります。

徳田銘木（奈良県）

出展決定と共に現地での販売代理店を設置し、
販売体制を整備し臨まれました。「自然木」は
韓国の来場者の人気を博しました。
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出展参加者・出展ブースの模様

Kyunghyang Housing Fair 2010

02 日本パビリオンの出展者

ランバー宮崎・ウッドエナジー・吉田産業
（宮崎県）

製材（吉田産業）木材加工・集成（ウッド
エナジー）プレカット・施工（ランバー宮
崎）と、チーム宮崎として韓国での先駆
者として販促活動されました。

マルキ開発（福岡県）

韓国谷川・谷川建設グループが連携し新規住
宅着工物件の獲得を目指されました。韓国進
出以来1年で4棟の在来工法住宅の建設実績
があります。

肥後木材（熊本県）

熊本県産材を中心に丸太から製品迄広く商談
をされました。今回は特に大断面部材を展示し
物件獲得を目指されました。
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Kyunghyang Housing Fair 2010

02 日本パビリオンの出展者
視察・商談参加者

出展参加に加え、事前の下記の視察参加の登
録があり、会場へのフリーパス及びセミナー案
内及びレジメ配布をいたしました。

又日本・韓国より、パビリオンには多くの関係者が
来展され人出の絶えないパビリオンとなりました。
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企業名No.

岐阜県木材協同組合連合会

鳥取県木材協同組合連合会

熊本県木材事業協同組合連合会

宮崎県育林推進協会

日田市林業木材産業振興課

エムエフジー株式会社

宮崎県環境森林部

5名

7名

2名

3名

17名

9名

4名

株式会社丸嘉

日本林材新聞（取材）

奈良県桜井市木材協同組合青年部

金子製材株式会社

ナイス株式会社

株式会社ネクスト

7名

1名

1名

2名

15名

１名



設営（2月17日～19日）

～オープニング（2月20日）

施工会社excom社により18日朝にパ
ビリオン基礎工事を終了しました。（ダ
イシンインテリア式田代表が立ち会い
確認しました）

18日朝より夕方にかけ共有スペース
のプレカットモデルモニュメントの施工
を行いました。マルキ開発及び韓国
谷川建設よる施工で18日夕方完成し
ました。

19日夕方にかけ出展者が各ブースの
設営・装飾を行いました。19日夕方に
は出展者ブース及び共有スペースの
大半の工事が終了し、開催準備がと
整いました。

Kyunghyang Housing Fair 2010

03 日本パビリオンの運営
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韓国政界・業界の来賓のテープカットでフェアは
盛大に開始されました。

開始と同時に、日韓の来展者が
日本パビリオンに立ち寄られ、展
示商談が開始されました。

スタートから人出が絶えることない
パビリオンとなりました。



Kyunghyang Housing Fair 2010

03 日本パビリオンの運営
会期中

朝礼（毎日）

9：40より全員参加で実施しまし
た。その日の予定及び連絡事
項等を通達しました。

キョンヒャンハウジングフェアオフィシャル行事に
参加及び事務局との調整を行いました。

オープニングセレモニー・オフォシャルセミナー・
オフィシャル広報

案内カウンターでの日本パビリオン来展者（韓国及び日本よ
り）の対応をいたしました。今年度は大変来展者が多く客足が
絶えないパビリオンになりました。来展者は別途報告します。

業務の中心は、商談設定運営で
した。円滑な一般商談・確実な
マッチング商談会を実施しました。
400回を越える商談をパビリオン
内で実施しました。セミナー22日
開催）を含め会期中毎日、関連
イベントを実施しました。
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Kyunghyang Housing Fair 2010

04 セミナー実施報告

客席

韓国の住宅市場に
新たなビジネスチャンスを生む
「日本の木」

セミナー（2月22日）

9

現地韓国で募集した聴講者を中心に180名が参加しました。今回は韓国木造住宅建設を推進する韓国
木造住宅協会・韓国木造技術協会及び在韓国日本大使館講演のもと、林野庁・キョンヒャンハウジング
フェア事務局主催の公式セミナーとして実施しました。李ソウル大学教授の基調講演に引き続き、在来
工法による韓国式木造住宅建設及び一般住宅建設が進む事例も交え行いました。日本の木を使った
住空間の素晴らしさも韓国の人々にアピールしました。



Kyunghyang Housing Fair 2010

04 セミナー実施報告
ｾﾐﾅｰ開催概要

ｾﾐﾅｰ開会挨拶

（在韓国日本大使館

松本参事官）

（韓国木造建築協会

李会長）

基調講演（ソウル大学 李教授）

講演-2（韓国木造建築技術協会 金会長）

講演-1（ﾜｲｽﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 吉田社長）

質疑応答
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Kyunghyang Housing Fair 2010

05 商談会実施報告

（一般商談の様子）静岡県ブースの
商談の様子です。構造材業者と内
装材業者が協調して出展し効果を
高めました。
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商談会（2月20日～24日）

（マッチング商談会の様子）ヒノキ（吉野・木曾等）
の良材を求めて来展のバイヤーとの商談風景。
（韓国ではヒノキが特に人気でヒノキ風呂・羽目板
等の材料としての商談も活発）

（マッチング商談会の様子）肥後木
材による熊本産集成材の商談風景。
（ソリッド材のみならず強度・歩留ま
りアップの集成材にも興味が多い）



Kyunghyang Housing Fair 2010

05 商談会実施報告
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一般商談とマッチング商談を行い、418回の商談報告がありました。

一般商談のフォローは参加者にて行って頂き、マッチング商談会のフォローアップを事務局にて行います。（招
聘バイヤーからの報告で一部生産者との報告とギャップがあります＝捉え方の違い及び当日アンケート記入
時点では結果が不明等が原因）
会期中セミナーの開催日（22日）以外の4日間にわたりマッチング商談会を実施しました。事務局にて商談結果
を把握したのが、下記70回の結果です。

結果回収は下記70回のマッチング商談会で成約：4件・継続商談：39件・可能性なし：27件の報告でした。
成約及び継続商談の43件についてフォローいたします。

2月20日～2月21日の前半開催の結果です。韓国木造建築協会経由で招聘にバイヤーが中心でした。
積極商談になった業者は
・ハンジプデザインが大型施設の木部材検討の為、継続商談が多くなっています。韓国でもエコ対策が計ら
れており、公共施設に木部部材の活用が奨励されています。
・韓国ヒノキ建築はヒノキ風呂の製造販売会社で韓国内で製造販売しています。良質（水周り及びヒノキの香
りが韓国で人気の為）なヒノキを継続的に求めています。
テオン木材は韓国で大手の木材商社です。スギ・ヒノキをルート販売すべく日本から安定的な供給を価格の
メリットも含め求め、社長自ら商談をいたしました。
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Kyunghyang Housing Fair 2010

05 商談会 実施報告

2月23日～2月24日の後半開催の結果です。韓国木造技術建築協会経由で招聘にバイヤーが中心でした。
積極商談になった業者は
PLRIUM（学校設計）・ソンウ総合設計（地下鉄・学校設計）・ミレセウム（文化施設設計）・テオン建設（アパート
マンション建設）でした。いずれも今迄韓国への輸出目指す人が住宅建設中心の考えであまり接触していな
かったルートです。韓国に限らず、中国等でもコストの問題はありますが、大型施設にエコ及び快適性の観点
から木部材の検討も盛んになっています。出展者もこれを察知し、宮崎・熊本・福島の出展ブースに大断面部
材を展示し、対応能力をアピールしたのが後押ししたと思われます。このルートは特に息の長いフォローアッ
プが必要ですが、物件が決まれば大きな金額（何千万～億単位）の成約になると思います。今までは単に原
木輸出の観点でしたが、今回の商談は大断面部材を中心とした大型構造材（集成材仕様）への対応能力が
必要で設計対応能力のある会社が継続商談となりました。



Kyunghyang Housing Fair 2010

05 商談会 実施報告

14

韓国木造建築協会（住宅施工店ルート）の
フォローアップ。

韓国木造建築技術協会（住宅販売ルート・
住宅設計士ルート）のフォローアップ。

大型物件・公共施設物件（ゼネコン・設計事
務所・住宅設計士ルート）フォローアップ。

その他木材関連商社との商談後のフォローアップ

ノブルハウスが数多くの出展者と商談し
今後の継続商談が多数あり、フォローし
ます。GLストラクチャーは大型住宅建設
で肥後木材・鳥取県業者との今後をフォ
ローします。チョンオクはランバー宮崎と
既に連携し住宅建設中で、他の業者とは
挨拶のみの結果となりました。

ビョッサン、SINJUNGの2社は可能性
なし。HANBEK R&C（技術協会会長）
は吉野銘木・赤井製材所・肥後木材・
ウッドワイステクノロジーと継続商談と
なりました。鳥取県木連とは現地を訪
問し、今後の取引に関して調査開始と
なりました。

ソンウ総合設計・ギヨン設計事務所・
ジョンリム設計事務所等は大変関心
が高く、サンプルですがオーダーもあ
りました。韓国での住宅のみならず、
公共施設・大型物件にも韓国でのエ
コ優遇策もあり、国産材が検討の対
象になっています。唯一ゼネコンで参
加のテウォン建設も関心が高く、物件
獲得に向け、このルートは豊田
TECHがフォローします。

韓国桧建築（風呂）ヨンリム木材は既に出展者の
中に代理店契約を結んで臨まれます。韓国での
輸入元として機能する可能性があり、フォローし
ます。

招聘の韓国バイヤーリスト（全21社）

★住宅建設（6社）
・ Sinjung Co.,Ltd

室内建築工事、木工事 / 内・外装工事 / 木床工事
・ BuckSan Co., Ltd.

木造住宅 / Passive House

コンサルティングおよび施工
・ GL Structure Co., Ltd.

大型木造施工 / 木造住宅施工
・ 社団法人韓国木造建築技術協会
韓国・国土海洋部傘下に登録された
唯一の木造建築関連協会
・ ネウェ建装
施行、施工 / 木造建築、ログハウスペンション、
インテリア施工
・ パインフォレスト
木造住宅の施工

★設計事務所（6社）
・ ハンジプデザイン
博物館および美術館の設計施工
・ ミレセウム
博物館、美術館等の文化施設の設計デザイン
・ ジョンリム建築設計事務所
日本のNITKEN 設計と同級会社
・ ソンウ総合設計事務所
地下鉄設計と学校建物の設計
・ ギヨン建築設計事務所
学校建物の設計
・ Purim ADpro Co., Ltd.

学校設計専門、大型木構造設計

★ゼネコン（3社）
・ テヨン建設
韓国で第５位の住宅・アパート建設会社
・ KCC建設
韓国で第11位の住宅・アパー建設会社
・ 大宇（デウ）建設
韓国で第2位の総合建設会社

★デベロッパー（1社）
・ Hanbek R&C Co., Ltd. 

施工 / リゾート開発、建設と運営
木材商社（3社）
・ ヨンリム木材
木資材会社、多種類の木材の取り扱い
・ ジュンブELS   

新環境の資材を使用した施工
・ テウォン木材
木資材会社、多種類の木材の取り扱い

★その他（1社）
・ 韓国木炭研究所
木炭製造販売
・ 檜建築
風呂製造販売



Kyunghyang Housing Fair 2010

06 フェアでの他のパビリオン調査

海外ナショナルパビリオンの概要

事務局の配慮で、韓国で
の木造建築のパビリオン
が集まるエリアにジャパン
パビリオンを設置しました。
韓屋（軸組工法）のモデル
も3パビリオン隣接し、プレ
カットモデルモニュメント
（JAPAN WOODパビリオ
ン）と相乗効果を高めまし
た。
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韓国での木造住宅はカナダの
ツーバイフォー住宅が圧倒的
シェアを誇っています。JAPAN 

WOODパビリオンと向い合った
場所にカナダパビリオンが設置
されました。カナダナショナルパ
ビリオンは全体をカナダが運営
し、韓国での販売窓口が各
ブースに出展する形態で、完全
に出展小間は韓国化されてい
ました。開催中、HOTELで交
流パーティーも開かれ、業界団
体を招待していました。

中国ナショナルパビリオンは完
全に石材の展示会場となって
おり、木は一切ありませんでし
た。韓国は石資源が豊富で、
建築にも多く使われています。
木材にニュージランド等は材料
として輸入されており、住宅・木
材製品輸入は北米が強く、価
格・流通の日本の競争者です。
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07 メディア・プレスの実績

住宅業界の最大手雑誌「田園住宅」の2月1日発刊版にパブリシテーを掲載し、より多くの来展を促
しました。

文：ハン・ソンイ記者、 写真：ホン・ジョンギ記者
日本が本格的に国内木造建築市場攻略に出た。建築
展示会“キョンヒャンハウジングフェア”に“日本館”とい
う名前を付けたブースを準備し、韓国消費者達に正面
からぶつかりたいという方針だ。特に今回の展示参加
に、日本政府が支援するという点でも注目すべきであ
る。さる１月１６日今回、“日本館”の総括企画を任され
ているＪＣＯＭの清水洋一郎代表に会い、話を聞いた。
ここ何年かの間に日本産木材及び木造住宅に対する
国内の認識が拡大しはじめ、日本産木材及び施工業
者は本格的な国内進出を図っている。以前には韓国の
業者と協力し、小規模にプロジェクトを進行し、市場の
門を叩くレベルであったが、今は、直接的に韓国市場
に進入することがしばしばある。これに関連し、きたる２
月に開催される“2010キョンヒャンハウジングフェア・
ハウジングブランドフェア”に日本政府が直接“日本館”
ブースを支援する、総13社の業者がここに参加する予
定で、業界の大きな関心を集めている。展示観覧者を
対象とした１対１の商談が成され、現場ですぐに契約が
可能であり、
単純にブースだけを準備していた以前と比べ、かなり
戦略的な姿だ。 以下省略
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現地需用者に対しての、「JAPAN 

WOOD」パビリオンの紹介広告を掲載しま
した。今回は開催前での現地での広報に
力点を置きました。
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09 総括

運営のコンセプト

（木造住宅の普及を通して韓国での国産材輸出拡大を図る＝2つの業界団体との連携）

日本の軸組工法住宅及び国産材内装材の魅力を訴求する事を通じ、日本国産材のスギ・ヒノキを韓国へ
輸出拡大する支援をする事で臨みました。韓国木造建築協会・韓国木造技術協会の2団体を韓国での後
援団体として連携し、運営しました。

市場

（韓国内での日本国産材の競争力）

韓国では95％を輸入に頼っており、住宅・住宅部材市場では北米産を中心に普及している。昨年に引続
き運営をさせて頂きましたが、日本国産材への関心の高まりを強く感じました。ツーバーフォー住宅との
20％の価格差を乗り越え在来軸組工法住宅の建設も増大し、韓屋建設にもその技術が導入されていま
す。又、木質材料としてのスギ・ヒノキの需要もあり、有望な市場です。

現状

（日本国産材は韓国の人々に受け入れられるか）

日本より韓国への木材輸出も速報値で大幅増加中です。今回は昨年に比較し商談が具体的になったと実
感しました。展示商談会での連続パビリオン設置広報で、ダイレクトに情報が伝わったのが一因していると
思われます。日本の国産材の品質面には競合のカナダ・アメリカ以上ですが、供給体制・価格面の課題が
あります。一般顧客にとっては「木の香」が最大の差別化ポイントでした。

運営での感想

（韓国進出体制の経験値等の違いで3つの参加者タイプを感じました＝より緊密なファローが必要）

出展者には

①韓国に進出済みで販売体制も整っており、施主及び一般顧客・関係者へのより一層のアピールを目指
している参加者。

②展示会を契機に販売窓口（代理店等）の設定を目指し、本格的に韓国進出を目指す参加者。

③韓国への進出を直接又は代理店経由を問わず、糸口を掴もうとする参加者。

以上の3つのタイプがありました。

タイプに合わせて、今後のフォローが必要です。

要望 （今後の韓国での国産材輸出促進のご支援について）

北米諸国は、国を挙げての輸出振興策がなされています。（韓国は自給率が低く、木材市場として実績も
あり、今後も魅力ある市場の為）都市部での集合住宅での内装の木質化・郊外での戸建住宅の拡大が見
込め、継続的な輸出促進事業をお願いします。

課題

（継続商談の成約に向けて＝カナダ・アメリカとの競争の中で）

韓国では年間12,000戸の木造戸建住宅が建築され、その流れは確かなものと感じました。後援の韓国2

団体とは韓国内での競合など多尐の問題はあったものの、たくさんの協力を頂きました。又大型施設等へ
のエコの観点からの木部材の使用も流れとして明確になってきました。市場は確かに大きく・確実なものに
なっていると思われます。出展者が主体となって韓国での日本国産材住宅・製品を普及するには、出展者
のみならず、自治体・業界団体も連携の上での推進が課題と感じます。
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